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隠岐島（島後）の異植生下土壌における

ササラダニ群集の種組成

Ollbatid　Mite　Communities　under　Different　Vegetations　in　Oki　Island

原田 洋＊・青木　淳一＊

Hiroshi　HARADA＊and　Jun－ichi　AOKI＊

Synopsis

　　Communities　of　soil　microarthropods，　especially　of　oribatid　mites，　were　studie（I　in　Oki　Island

（about　50　k皿north　off　the　coast　Gf　Shi鶏ane　Peninsula）under　the　six　represe∬tative　vegetations：

（！）Cμ∫∫αノ～ρρ5’∫α4功∫磁’αvaf．5’めoZ読∫一community，（2）ん「4∫5’αブ‘ψoπfoα一Cαノノ～βZZ如ブ砂。／z猷α一com－

munity，（3）R1～0404β〃4mノ～〃～砿’8〃zf61L’f　var、1～oπ406〃50－Qz副℃～’∫〃～oノ～goZたαvar．9”o∬8∫ε1アα∫α一com－

rnunity，（4）　1）ガ〃μ5診1zμノめ819∫～一plantation，　（5）　Cノニ〉ソ）孟。〃～61’～αゴ64）o〃fαz－plantation，　and　（6）　／〃～」ρ（η『α’α

σ勧41・～αzvaLた06／z～9～f－Mf5cα漉zf5∫f／zθ・z5∫5－community．　N・special　relation　was　found　between

the　vegetations　and　the　composition　of　soil　microarthropod　groups．　However，　several　species

groups　of　oribatid　mites　seeln　to　have　a　close　connection　with　any　of　the　vegetations　mentioned

above　or　cQmbinations　of　some　of　them．　There　was　also　a　group　of　the　species　which　inhabite〔l

an　the　area　studied　regardless　て）f　the　difference　in　vegetation，

は　じ　め　に

　植生の異なる土壌中に生息するササラダニ群集の種

組成の比較は多くの研究により行なわれつつある。し

かし，これらの研究の多くは種類組成とともに群集の

量的変化をも洞時にとらえるようとする一石二鳥的な

調査方法によっていた。その結果，ある畢生域の土壌

資料を採取する場合にも，定董採取をせざるを得ない

ために，その場所の種類組成を十分に把握するサンプ

リング方法がとられていないこともあった。これ．を解

決するには種類組成と個体数という質と量の相違を属

隣に扱うことをやめ，別々の調査方法によって別個に

研究したほうが，より適切なデータが得られるのでは

なかろうかという観点にたって，本研究のような鍾類

組成だけを追求した方法がとられた。しかし，このよ
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うな方法は同一方法によって得られた調査資料が集積

されなければ群集の解析が園難である。したがって，

本報告は一つの資料の段階にとどまらざるを得ない。

ここでは隠岐島の六つの異植生下の土壌を調査し，そ

れに対応してササラダニ群集の種組成の変化が認めら

れたので報告しておく。組成分析にあたっては組成表

による種組成の対応を客観的に比較する方法が用いら

れた。

　なお，隠岐島において土壌動物学的調査が行なわれ

たのは今回がはじめてであろう。隠岐島のササラダニ

相は全く未研究で1種の記録もなく，今回見いだされ

た158種（うち種名の確定したもの98種）はすべて隠

岐島新記録である。

調　査　方　法

　隠岐島島後にみられる異植生を対象に，島全域にわ

たるように調査地点を選定した（図1）。調査地点の

選定にあたっては，同一な代｛賞植生の中でも人為的影

響とつりあった持続群落を形成している植生を対象と
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した。土壌資料採取は均質な植生地に3×3㎡の方形

枠を設定し，土壌とともに落葉，落枝，落果，朽木な

どの地表堆積物や僻苔類，地衣類，キノコなど林床に

みられるさまざまなものを手でかき集めるという拾取

り法（巨木，1978）を採用した。1サンプル分は約2Z

で，調査地点ごとに五つの方形枠を設定し，合計5サ

ンプルを採取した。

　土壌資料採取は1976年！0月27，28碍の両日に行ない，

10月30EIに中形Tullgren装置に投入し，40W霊球に

て72時旧照射し，土壌節足動物を分離抽黙した。ササ

ラダニ類は種まで同定したが，マドダ潮繋5配如ゐ8Z．

ろ8ZZα，ツノジュズダニ科Damaeidae，ダルマヒワダ

ニ属ゐ～061～酌。ノ磁∫などの一部は種までの瞬定が困難

なため属や科のレベルで一括した。また，ササラダニ

類以外の土壌節足動物は主として隣のレベルで分類し

た。
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図2　調査地点の植生概観

　Alチガヤーススキ群落（QM－8）

　B：スダジイ群落（QM－1）

　C：スギ植林（QM－7）

　D：ヤブコウジーヤブツバキ稀男（QM－2）

　E：ホンシャクナゲーミズナラ群落（QM－3）
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調査地点の植生

　隠岐島の植生は大部分が人為的影響を受けた二次林

や人工林である。特に，スギ，ヒノキ，クロマツなど

の植林域は広く，島全体の70％以上を占めている。そ

れに対し，1皇i然植生は由間都にわずかに認められるに

すぎず，大寒寺山，鷲ケ峰，葛尾山などの周辺部で海

抜3001n以上の地に散在している。

　本調査では自然林，二次林，人工林，草原の4つの

楠生タイプを選定した。自然林として大満寺山の自生

のスギを含むホンシャクナゲ（オキシャクナゲ）一一ミ

ズナラ群落（図2E）と風衡地に生育するヤブコウジ

ーヤブツバキ群落（図2D）が選ばれた。二次林は西

郷湾に面したスダジイ群落（図2B）である。この群

落はスダジイが優占し，相観的には自然林にみえるが

平内にはメダケが侵入している。樹高は8mと低く，

樹幹も比較的細いが，本地域の常緑広葉樹林として選

定した。人工林としてクロマツ植林とスギ植林（図2

C）を対象とした。クロマツ植林は管理粗放なため自

然植生の構成種が多く復元しているのに対し，スギ植

林は人為干渉が強くおよぼされ，森林植生としてはき

わめて貧弱な2層群落となっている。草原はチガヤー

ススキ群落で代表された（図2A）。畑放棄地に成立

した群落で，植栽されたクロマツが散在している。各

調査地点の．植物群落名，群落形態，主要群落構成種な

どが表1に示されている。

表1調査地点の植生

　　　　　ミ
調査地番号i植物群落 群　　落　　形　　態 i鑑落構嚢i

主要群落構成種

QMl スダジイ群落

スダジイの擾毒する常緑広葉
i樹林，林内には生活力の低下

糠継続二二工高8m
15

QM2
ヤブコウジー

ヤブ・・㈱落 奄Um’辮80％

風衝地に生育する常緑植物とi

夏緑埴物との混生群落。樹高i
　　　　　　　　　311爵栞洋落

30

スダジイ，　ソヨゴ，ヤブツノミキ，

メダケ，モチノキ，ネズミモチ，

1ヤブ・ウジ・シ・ン・ン
　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　　．

QM3
iホンシャクナゲーi

‘ミズナラ群落

h牲のスギが混生する夏榔i
葉樹林。低木層にはホンシヤi
iクナゲ優占。樹高14m，植被
i率60％，4層群落

23

ヤブッバキ，ヤブニッケイ，シラ
キ，サワフタギ，チャボガヤ，ハ
イイヌガヤ，ハイシキミ，ヤブコ
ウジ

QM5 クロマツ植林
継鞍壷聯繋蘇鵜．
…管理租放なため低木類多い。
　4層群落

スギ，ミズナラ，アカシデ，シラ

iキ，ホγシャクナゲ，オオカメノ

1キ・．如モジ・シシガシラ＿
　　　し。マツ，アカマツ，ミズナラ，
　　　…
36　iヤブニッケイ，タブ，ピサカキ，
　　　ヨ　　　1シキミ・イワガラミ・ワラビ

QM7 ス　ギ植林
［蕨縢鎧易、隼耳環離響i

iいる。樹高14m，植：被率65％
スギと林床植物との2槽群落

　　　1スギバゾシダ，イノデ，ジ。ウ

30iモンジシダー・クダミ，り。ウメ
　　　iンシダ，ウ。．・ミソウ

QM8
チガヤー

　　ススキ群落

耕轍楽地に生育するススキi
　とチガヤの密生する草原。植1

栽されたクロマツが散在。植
1生高し2m・植被率95％

　　　iススキ，チガヤ，・モギ，オ団

　　　　
12　iヨモギ，ナワシロイチゴ，アキノ
　　　　
　　　iキリンソウ・夘マツ

結果および考察

　1．　土壌節足動物

　拾取り法により得られた土壌節足動物を26の分類群

に類別し，その生忽状況を表2にまとめた。その結果

どの植生域においても動物群数は18～21と比較的多く

較蓬が小さかった。トビムシ目やダニlllはいつれの調

査地点でも出現頻度が高く，他地域と同様であるが，

ホコリダニ類とコナダニ類の頻度が高いのは本地域の

自然性が低下していることを示している。また，コム

シ類や結合類が極端に少ないことも同様な現象と考え

られる。

　チガヤーススキ群落（QM8）の節足動物群は他の

森林群落のものと比較して有意な差は認められず，甲

虫幼虫とヤスデが欠如しているにすぎない。これはサ

サラダニ類の種数，種類組成，JACCARDの共通係数

などで両者に大きな相違がみられたのと対照的であ

る。その他に森林群落では標高の高い地点であるQM

2でハマトビムシが，QM3でアザミウマと鱗翅目幼

虫が欠如しているが，回レベルの分類では組成に大き

な桐違が認められなかった。

2．ササラダニ群集の種類似度

種類相について類似の程度を表わすために，種の存
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衰2　隠岐島の土壌節足動物各群の組成表

調　査　場　所

Station

出　現　分　美頁 牙洋

トビムシ目

ヤドリダニ炎頁

ケダニ類

ササラダニ類

ホコリダニ類

コナダニ類

アリ科

双翅El幼∫長

甲虫成虫

甲虫幼虫

ムカデ類

カニムシ目

クモ類

等脚類

ハマトビムシ類

アザミウマ巨i

半翅目

鱗翅膨幼虫

ヤスデ類

カマアシムシ目

ハチ類

ハルパクテクス類

少脚類

コムシ目

ザトウムシ目

結合類

高訓盤壷蓋i謙1誰戯｛魏

ix××

iX　×XXI×　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　

ド装炎x×

i×××　　IX　 ×

…X×X
oX××

iXXXXi×××x…x××

｝∴ll×x

i×∵x×

　　ix

lgr2。
　　1

∵1・

：1；l

i×
i×　x
。1

×i

。…

×

×

×

×

×｝××X @lx×x×x…×××××
x…×××Xl× @　l
ll；；翔×響×；：l

l。：一×××1・；1・

i××：li∴×l

節足動物群数
18 21 20 19

表3ササラダニ群集間の種類三度（JACCARD係数）

1 2 3 5 7 8 QM

37．4 34．9 46．2 25．7 21．6 1

43．0 35．6 35．1 22．7 2

42．4 31．7 2L5 3

28．7 20．7 5

28．2 7

8

否だけから基準スタンドと他のスタンドとの悶の類似

度を算出するJACCARDの共通係数を用いた。表3は

六つの災植生下におけるササラダニ群集間の種類栄区

を示したものである。この中，∫ACCARD係数が40

以上の類似度を示したものは（QM1とQM5），（Q

M2とQM3），（QM3とQM5）である。また，逆

に低いものは（QM1とQM7），（QM5とQM7），

（QM8と全ての組み合わせ）である。特にQM8は

ススキの草原地という森林植生と全く環境の網序する

立地を反映してササラダニ群集の種類似性も著しく低

下している。

3．ササラダニ群集の種頚組成

六つの植生域，30の土壌資料から得られたササラダ

ニ類について全出現種のリストを作成し，種の存否と
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表4　隠岐島のササラダニ組成表

愚

意

船

出

査

壌

現

地

資

点

点

生

料

数

。購原慨窃劉。軸、
i捕餓畿嘉繍認i繍繍描易繍茎
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　芒

　　QM2
低　木　林

ABCDE
4631422741
　　　　　　　　　1

　　QM3
ミズナラ林

ABCD£4433422635
Ia群
拓ノ「αZαノ〃8〃06α加550／LOZ拡θげ01Z∫

魚Zo7’瀞α診85　sp．　B

P・’・’碗傭・・sp．　B

Zy90ノ・必αオ♂‘Zα〃一Z‘ノ～ご鷹α

Gα伽〃zαsp．　c

παらη～0疏ノ・Z‘5躍。ノ・ガ

T・’伽Zαω…伽・・SP，

Ib群
α‘舘α麗α〃’ガ‘1roαψゐαZα

の卿sp．43
P扉0ノ・ガ6α’85αα漉‘∫

qyノ’魏6ノ初αノ〃～忽1ウαプα／8zんz

五…彦・碑ガ’～α・p．d・n

耗”9α伽〃～ノ～αsp．　C

乙ガ00ん疏。／Z～照ガノ～’8ノ・1〃召‘～～螂

Ic群
β∬～αψノ雌蒔〃漉～ぶ

＆♂01「～∂α館5♂0／Z8・ガ∫6’0ぎα

Z）0ノツ6ノ認ノZO∫μ5α‘々漉115

L2・48∫sp．

v吻〉ノ艦ασαノーz蒔毎ブ∫z，’κ5

G齢∂ガ。砂加μ∫プ）・oノ～ゐ5，‘5

（）プ々り。ぬsp．

5φ1～α81・oご玩ん。ノ～～♂’∫5～，親‘ん廊

0・ib・t・it三dae・p．

しめ・・燃α8・・岬．

Id群
（刀「2うガαsp．3

C81・αオ0湾θご85〃可読0ご1ゼ3

の卿sp．1
乙α舗。ゐ8Z∂αプ8ノμ0’α

ル♂α8α6α7・μ∫々：y5∫ノ・∫6ガπ！45

Pん疏ガプα6αプμ∫‘Z8〃～8〃∫

0艶勉α’0々yOε〃ぶお

Ie群
Ach1pteriidae　sp．　A

βノ「α61～ツ0ゐ〃ZO〃飢∫1〃〃μαα4α’κ5

M如噛。診7’癖αsp．　A

7Tプ1妙ψoc舵ん。ノぬ5　sp．　A

A碗ψ’8プ∫【zガ〃ψ61プ診6♂α

cεノ辱α跳ψμα6ψ液∫

遅9μ⑳励磁‘α〃‘∫sp．　f・

If群
3c1～θZoノ闇めα∫6∫sp．　B

×　X　×　X　×…

×　× X　×…

×　×　×　×

ix

i
l
i

X

×

×

x

X　Xi

X

×　×　X　X　X
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Rostroxetesfoweolatits

lgpt
Rlatynoth7-us",amasafei

Ihge
R,-inoribatella dentiiameZlata

Cerato2etella tl?2ipei'atoiva

Do7rvci'anosus sp. B

Pi-otoribates sp. H

Iige
Lqpido2etes dushidoi="･- si

Cerato2pia gttacb'identata

Carabodes ininusculzts

Stegzznacarus sti-iculit･s

Liochthoniusconca'vies

Ij ge

Damaeidae sp. E

Eretnaeustenutsettgei`

Ameries sp. A

Trltypochthonkt.sj'ctponictts

Liacartts oi'thogontos

Ikpt
Ptirach-e' f)tei-ia distincta

Nanhermanma nana
Phth･i7"ac7'its sp. E

lipt
Ca7'abodes ri.mosus

A'otoribates sp. A

A4dlaconoth7'ttstlygmaetts

Plei'gtilu2?zna i･ntei'ntedi'a

.EIVssicepheusco?'onar'tus

Hermamiiellapttnctttlata

Tenuiala sp.

Darnaeidae sp. F

ll pt

Oppiella nova

Scheloribateslat'ipes

Suctobelbella spp.

Rli:ysot7-itia ardtia

Qttacth'o2pia qttad?-icarinata

Damaeldae spp･

Nkroribates au.rantiactts

Eremobelba 1' apomca
Tectocephetesvelatus

02pia neei'landica

Liochthonitessellnilckil

DolicheretnaetLs elongtztits

Tectocapheuscuspidentatus

Etipelopssp.

Sitctobelbila titbercttZata

Plaloribatesi'angiroaettsisasiat･ictts

l)ke7:galumnadtiplicatantmpontca Ix × × × ×,

illlliX××illlllil. Iii li ii ijlliili iii ilx ii il. ill 1i illllilXi IIi i'i li lliil' IXi 1lei li ii

lx×x××××××xl･x×××× ×××xl'×××xxlx×x×x
×××××ll/×××××lix××xxlx×××xixxxxx × ×

 × × ××X×XI-××××Xl,××××Xl.X×××XlX××××

××××××xxxx ×××Xl, ×× lXXXXXIXXXXX
1ix: ×.F.I:×: 'lill×.I×.ill.Ililiil:liIF:l×:

  XXIiXXXXXrXXXXXi' il XilXXXX
k × Il/×.× ×liil :.I:. Iillill:lIIIil ×:lllxlil l:l

rlxxl･× I///x×Xi･X I//l:kll×:l'1/:.I×.

     ilx×xji × i'××× ×' xi ×



X2inillus tag'eoci'aiius

lncabates sp. B

Liochthoniussinrplex

FbsserennLs quadi'i.pei'titu･s

Cei'atoppia sp. B

P)'otoi-ibates sp. J

Nothi'usbiciliatt(s

llll)oi'ibatula sp. A

1!ipilohmannia ovata

1)i'otofealttmnapa2'visetigei'ttm

B7'aclaychthoniztselsosneaclensis

Erentttlusavenij(ler

Bi'achorchthontlttsjugatits

Machuella 'venti'isetosa

Opt)ia vipe?"ea

Eodypochthoniusmagmts
Pbecilichthonittsitalicus

Elrt)ilohmanniapallidopacWca

Peilgrilumna altei:a

Saclocepheusundltlattts

O iuyoppia sp. A

AIIodamaeus sp. A

Liochthoniusspp.

Rhthii'acai4us]Jciponictts

"ZIPilohmannia sp. A

Zdchwatkinella belbij(bi'mes

CZii'abodespenicitlattts

Damaeidae sp. D

02Pia sp. 41

Oi"ibatella bi'e･vicoi'jutta

Athiaracai'tes earilts

Bi'acdychthonius hunga7'ilctes

SZ)hoclvctipheu.s2nit7"atzts

Galttmna sp.

Cultro7'tlbula lata

Chamobates sp. E

HL'tet'obelba sp. A

Lincai'tes fZanwneus

Dolicheremaeit.s sp. F

Eonj{pochthoniusci`assisetigei"

Pterochthoniztsangelus

Adkesthei4mann･ia hi7'suta

T2'uncopes moctei4atus

Ccipheuscev)heijbi-ntis

Ophidiot?'ichususspt7'icus

m ew

sS?rheloi-ibateslaevigntus

Hoplophorella cucullata

Allosuctobelba sp. B

Costeremus ornatus

Autogneta sp. B
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吻fαsp．8

Palaeacaridae　sp，

・覗・ぬ〃’α8螂sp．

αzアマzろ04θ5ゐ8〃μ5

To980之惚5オz’ノ～～‘αオz‘∫ゐノ’♂ひ～oZα・びα

（加ガαsp．37

乃4rOCOノ『孟8∫ゴαブ砂0〃～‘α

翫卿〃ゾ（幽ノー’ααα‘∫α

Eプθ〃zoゐβ伽sp．　B

Dαツご7襯。∫z‘5sp．　C

君〃05zκ’oみ8Zゐα8フuノ～4f3

αプαオ。堵8’θ5sp．　G

晒ψoo11診1LO／z∫6Z♂α〃”ημ診’∬’ノ〃α

E砂オ8ro置88τz6‘‘∫αノ”〃α彦匹‘5

0ppiidae　sp・

Dαノ～zα80伽3sp．　B

吻fαsp．9

Damaeidae　sp．　B

R）♂oがδα診8∫spA

吻Z（ψ1z砺1’αごαプκ5　sp・A

βノ・α61聖yご1励。加‘5窯ぬwα～8〃∫ノ∫

Damae圭dae　sp．　G

X8〃沼π∫ん8’8’℃58孟196”

qか6ズα‘z（吻〉～αノ’85如‘α

ル～oノ・必αオθZZαsp．　A

xl

il

×

X

×

…×

i　×
…　×　…
　　　　　。…

×

1×

…×

lx

×

　　　X

i　・

i
i

×

　　　X「X

i・

i　　x

iX

植生域ごとのササラダニ種数 38 67 69 63 70 75

いう質的な絹違に着目し，楠物社会学の群落分類学的

解析の応用を試みた。方眼紙を利用して素表，常在度

表，部分表など一連のテーブル操作を行ない，ササラ

ダニ類の種の組み合わせを重視し組成表を完成させた

（表4）。組成表作成の結果，六つの異なる植生下の

土壌および林床堆積物から得られたササラダニ類は合

計158種（一部，属や科のレベルのものも含まれてい

る）数えられた。これらの種群は大きく3つのグルー

プに区分される。第1のグループはある特定の植生域

と関連を示す種群（1群），第2は調査地の植生には

関係なく広く出現する種群（皿群），第3は調査地に

関係なく1サンプルにしか出現しない種群（斑群）で

ある。

　（1＞特定の植生域と関連を示す種群（1群）

　特定の植生地にだけ出現した種は全出現種の42％に

あたる66種である。これらの種群の中には一部他の植

生域にも出現しているものも含まれるが，いつれも出

現頻度は1以下である。また，特定な植生地でも頻度

2以上のものだけが対象とされている。

a．チガヤーススキ群落に適合性のある種群

　　　（Ia群）

この植生域から得られたササラダニ種数は38種と少

なく，森林植生域と比較すると約半分である。これ

らの．種群のうち以下に掲げる7種はチガヤーススキ

群落（QM8）に生息の中心をもっていたものであ

る。これらは分類学的に高等な紳間5種と下等なグ

ループ2種からなっている＝ニセカブトダニ（新称）

P㍑1’αZα〃多8♂Z・傭0∬ご1・・‘‘オ6‘♂θ・z’（BALOGH）＊，マルコ

ソデダニ属の一種（B）P6Zo1層必磁6∫sp．　B，ナガコソ

デダニ属の一種（B）Pノ『砿。ノ．油如85sp．　B，ニセコイ

タダニ2をygoノ『のα’z4α診ノ『z‘ノ～‘α如AOKI，　ブリソデダ

ニ属の一種（C）GαZz‘〃3ノ～αsp．　C，　ケナガヒラタオ

ニダニ（新誌）παちη～oオ1z駕∫〃～01『ゴBERLESE，オオ

メクラササダニ属の一種丁1「！〃～αZ鷹。〃。孟ん’～∬sp．

＊　日本楽斤言己録種

b．クロマツ植林地から特徴的に出現した種群

　　　（Ib群）

　出現種数67種のうち海岸部のクロマツ植林地（QM

　5）を中心に生息していた種群は次の7種である：

　イ1・ノコダニGz‘∫彦αufαノノがcroc（4）1zζzZα（N五COLET），

　ツブダニ属の一種（43）Q妙～αsp．43，マルコソデ

　ダニPεZoブ必α彦θMcκ伽5　AOKI，　ホソツキノワダニ

　（汐1・‘1z8ノ『ノηαア～2z∫αρα2息αZ召ZZα（AOKII），　ミナミイレコ
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ダニ属の一種（den）ん‘5’プ。’ノ¶縦αsp，　den，ナミブ

リソデダニ属の一極（C）PωgαZz‘〃η～αsp．　C，ナミ

ダルマヒワダニ」706ん”zoηガμ∫カz孟8〃〃8♂伽5　CH工NO・

NE　et　AOKI．

c．スダジイ群落だけから出現した語群（lc群）

スダジイ群落地（QMPからは全部で69種が出現

　したが以下の10種は本地域だけに生息していた：ツ

シマイカダニ（新点）乃麟αψ1zα6∫ノπ漉∫AOKI，ケ

ナガコソデダニPβZω・’6鷹3Zωzg∠56∫o∫α（WILLMA－

　NN），　ヤリタマゴダニDo1＝yoプ召π05π∫αごz‘距々1θη∫

　（AOK：1），ウズタカダニ属の一種乙foゴ8∫sp．，ケブカ

　ツツハラダニV4η欄硯πノ膚ε‘511’1’5漉π∫（AOKI），コノ

　ハイブシダニG∫6腕。（少116z‘5∫ラ’o／z40∫z∬（AOKI），

　マブカダニ属の一種01ψ04αsp，，スズキチョウチ

　ンダニ　助11αoノ’oご1z∫1zo〃ガμ3∫膿z‘々々AOK：1，　タテイ

　レ；1ダニ科の一種Oribotritldae　sp．，モンガラダニ

　（新称）しぬ61’8ノ〃α伽∫sp．

た種である。2種とも高等ササラダニ類に属する：

オトヒメダニ属の一種（B）＆1LeZo1嘲！∂α‘θ5　sp，　B，ッ

ノコソデダニRo5’1η潔’85ノ（bむ60Zα♂κ5　SELLNlCK．

9．内陸部の植生域に田現した種（Ig群）

海岸部の植生域からは出現しないでQM7，QM2，

　QM3などの内陸部の植生地からのみ得られた。

　1（1群に対応する種である：ヤマサキオニダニπα一

　変yηo〃z7フ‘5ツα〃zα∫α葱AoKI．

h．ヤブコゥジーヤブツバキ群落だけに出現した種群

　　（Ih群）

全出現種70種のうち4種だけが本植生域以外には見

　られなかった：ノコギリカブトダニP1¶加。がδ鷹8πα

　4研躍α〃彦詔α厩（Ao更《1），キュゥジョウコバネダニ

　Cθ1「α，o£8彦8ZZα∫〃ψθノ・鷹07・～α（AQKI），　ヤリタマゴダ

　ニ属の一一種（B）エ）0びc1闇απ05Z∬sp・B，ナガコソデ

　ダニ属の一種（H）Pノ切α乃α嬬sp．　H．

d．クロマツ植林とスダジイ群落の両植生域に出現し

　　た種群（Id群）

　山地内陸部では出現しないか，極めて頻度が低く海

岸部の森林植生地に高頻度に出現した露盤は次の7

種である：ツブダニ属の一兵（3）（吻如sp．3，

　ナミコバネダニCθ”α如認記5〃’8‘♂～o‘’・おBERLESE，

ツブダニ属の一－種（1）（抑～αsp．1，

Lα∫～oう8必αプ8〃多。如AOKI，

　　　　　　　　　　　　　ロロ　　　搬Zαβαoα，・κ51麦y∫‘rど。’刀κ5TRAGALD，

ダニ1「1L〃L∫ノ㍑‘αア・z‘∫6Z6〃’θ〃5AOKI，

ブダニC吻～α如＠08ノ～∫～5AOKI．

電磁ツブダニ

ムカシササラタニ

ツルギイレコ

トウキョウツ

i．ホンシャクナゲーミズナラ群落だけに出現した種

　群（Ii群）

調査地点の中で最も標高の高いQM3のホンシャク

ナゲーミズナラ群落に特有に出現した種群で次の5

糎があった。全出現．種は75糧である：カメンダニ

L〔4）’40窯θ館34α∫1π40駕∫～BALoGH　et　MAHuNK：A，

　ヒメジキシダニC61鷹（貌ρ～αgz‘α4ノ’∠4βノz詞林（HALL－

ER），ヒメイブシダニCα7πゐ0405規加z43ご”砺∫BERL－

ESE，　　アラメイレコダニ5彦禦”αCαノ’z‘∫∫か～αぜ伽5

C．LKOCH，　ヘコダルマヒワダニ乙∫o‘13”zoπ∫醐

coηごαηκ5　CHINONE．

e，スギ植林地だけから出現した麺群（Ie群）

出現頻度はいつれも2と低いがスギ植林地（QM7）

だけに見られたのは次の7種である。なお，QM7

からは63種類鵬現している＝ツノバネダ山科の一種

　（A）Achipteriidae　sp．　A，　ムモンダルマヒワダニ

BπZ♂ひ7ぐ1z〃zoノ～∠z‘3’〃〃〃αα‘Zα甜∫FORSSLURD，チビイ

　レコダニ属の一－種（A）M∫‘1qo〃「漉αsp．　A，モンツキ

　ダニ属の一種別A）7｝流砂。読〃zo2z’z65sp．　A，アマギツ

　ノバネダニ（新称）Z1同心θ1伽力14，8’弁6如SUZUKI，リ

　キシダニCθノrα∫砂ρ’αろψ読5（HERMANN），タチゲ

　イレコダニ属の一種（fo）H砂Z（4）1z‘1L〃αcα1・z‘∫sp．　fo，

f。QM2とQM3以外の標高の低い植生域に出現し

　　た感心（If群）

草原，森林を問わず低地に田現し，標高の高いQM

　2（海抜450m）やQM3（海抜520m）では欠如し

j．人為的影響の加わり方の大きいQM8やQM7に

　　出現しない種群（玉」群）

チガヤーススキ群落やスギ植林は人為干渉が著しく

大きく，植生自然度が低下している。このような植

生域に欠如している種群に次の5種が掲げられる：

ッノジュズダニ科の一種（E）1）amaeidae　sp　E，

ホソゲモリダニE1門8ノπα6μ移θノ厩5β距g87・AOKI，エ

　リナシダニ属の一種（A）A〃呂6〃65sp．　A，ツヤタマ

　ゴダニ乙∫αcαノ‘z‘∫01”1zogo7zぬ∫AOKI，ヤマトモンツ

　キダニ7うヲ姻ρ061z〃zo〃海∫ブ41）oπ∠ごκ5　AOKI．

k．QM5とQM3だけに出現した二二（Ik群）
特定な植生域にのみ出現しているが両植生には共通

性がない。頻度は高く特徴的であるが，解析は不明で

　ある：ヤハズツノバネダニ翫’耀1ψ’81『如漉5彦力z6如

　（AOK⇒，　　ッキノワダニ　ぬノ漉6ηπα7z加α箆α2zα
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（NlcOLET），イレコダニ属の一種1（E）jP11‘1諭ucαr～‘∫

sp．　E．

Lチガヤーススキ群落に欠如する二三（11群）

森林植生域には広く出現したがQM8では全く出現

　しない種群である。Pノ’o孟01’必漉6∫sp．　Aは他地域の

ススキ草原には生息が認められている（青木他，

1977；原田他，1977）が本地域では欠如していた：

　ヒビワレイブシダニCαπめ0465ノ・∫〃05z’5　AOKI，

　ナガコソデダニ属の一種（A）P’祝or‘6砿85　sp．　A，

チビメクラササラダニM認αωノzo孟1臓5ρ）’89〃zαθ粥

AOKI，アラゲプリソデダニ．P醐9盈〃ノ〃zα魏’β1・〃躍読α

AOKI，カソムリイカダニ飛∬∫c砂ん銀∫coπ〃τα搬己∫

AOKI，　　ドビンダニ　1研8加彦απ痂6μαρz‘濯孟記α如

BERLESE，マルトゲダ川州の一麺乃π2‘～αZαsp．，

　ツノジュズダニ科の一種（F）Damaeidae　sp．　F．

　（2）さまざまな植生域にまたがって出現する種群

　　　α群）

　全層三種の39％に相当する62種のササラダニ類は植

生と何ら結びつきを示さずに広く，またはまばらに出

現している。全ての穗生域に幽現した種群はナミツブ

ダニ（塑ρ∠θZ♂αノzo惣α（OUDEMANS），コンボウオトヒ

メダニ501zθZ・7・加齢Zα’4・65（C，　L．　KOCH），マiごダ

ニ属数種＆‘o励8Zわ8ZZαspp．，　ヒメヘソイレコダニ

R1姻∫o渉ノ露～ααノ’‘♂zでα（C。　L．　KOCH），ヨスジツブダニ

Q‘‘α凶弓q妙如gz‘α4ノ’～6び1’∫〃α’αMICHAELツノジュズ

ダニ科数種Damaeidae　SPP．，フクロフリソデダニ

ハた。ノ『必α’θ∫α～‘7「α〃’～α‘μ3（OUDEMANS），ヨ開ロッパッ

プダニ（塑ρ’αノ～8θπα〃‘♂～ごα（OUDEMANS）などであ

る。また植生域にかかわりなく30地点のうち50％以上

の出現率を承すものには上記の毬群の他に，クワガタ

ダニ乃。’oαψ1zα‘∫wZα’z65（MICHAEL）とヤマi・ク

モスケダニE7w3・わεZ～・αノ砂・耽αAOKIが追加され

る。これらの種群の多くは地理的分布が広いコスモポ

リティックな種として知られている。

　出現率50傷以下の種群も植生とは直接的関連を示さ

ないものが多く，特定の方向性を示唆していない。し

かし，この晶群の中には他地域では特定な植生域に出

現する種もいくつか含まれている。今までのところ草

原性の種と考えられている　　チビゲブリソデダニ

p81↑gα♂z〃〃～α頃ψ々。α彦αノz，勿。〃∫ごπ（AOK工）　は今回の

調査では森林植生地にも出現したが，チガヤーススキ

群落地では個体数はきわめて多く，明らかに第1優占

種となっており，やはり草原に強く結びついた種であ

ろう。H群や皿群に含まれる種群の生態的位i置づけに

は不明な点が多いが，更に多くの地点で資料を得れば

それらの位：．置づけも可能になろう。

　㈲　1地点にだけ出現した二一（皿1群）

　六つの異植生下土壌30資料の中で1資料にしか珪1現

しなかったササラダニ類は30種で，全出現種の！9％に

相当している。本調査のような手法では限られた資料

に出現したこれらの種群の解釈は困難であるが，同様

な手法で得られたデータ　（青木他，1977；原田他，

1977）によればノ・バビロオトビメダニ＆11θZo7・乃¢85

ぬ側確励‘∫（C．L．　KOCH）は同様に草原で出現傾向が

強いという現象がみられている。

摘 要

　土壌動物学的調査が末だ行なわれていない隠岐島

（島後）において，土壌小形節足動物，特にササラダ

ニ類の種組成調査を，隠岐島を代表する六つの異なる

植生下において行なった。

　1．土壌中の小形節足動物相の全体的特徴として，

ホコリダニ類やコナダニ類が多く生息していること，

コムシ日や結合綱の動物が極めて少ないことがわかっ

たが，異なる植生下において土壌節足動物本目に目立っ

た差異はみあたらなかったσ

　2．ササラダニ類は合計158種がみいだされ，植生

との関連からいくつかの高富に区分することができ

た。

　3．　まず，チガヤ～ススキ群落，クロマツ植林地，

スダジイ群落，スギ植林地，ヤブコウジーヤブツバキ

群落，ホソシャクナゲーミズナラ群落のいずれか一つ

に特徴的に出現した二二がみいだされた。

　4。少し幅を拡げて，クロマツ植林とスダジイ群落

の爾域，標高の低い植生域，内陸部の植生域，人為的

影響の加わりかたの小さい地域，ススキ草原以外の植

生域などに出現する二二も識別された。

　5．特定の植生と結びつきを示さず，調査したすべ

ての植生域にまたがって出現した種群もあり，これら

の種のほとんどは，現在までの他地域における調査で

も同様な性格づけをされたものである。
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